
（参考）岐阜都市計画高度利用地区の変更（岐阜市決定）新旧対照表 

 

種 類 面 積 

建築物の 

容積率の 

最高限度 

注 5) 

建築物の 

容積率の 

最低限度 

建築物の 

建蔽率の 

最高限度 

注 1） 

建築物の 

建築面積 

の最低限 

度 

敷地の 

最低規模 

壁面の位置の制限 

注 2） 

高度利用地区 

（岐阜駅西地区） 
約 1.1ha 85/10 20/10 7/10 200 ㎡ 2,000 ㎡ 2m 

高度利用地区 

（問屋町西部南 

地区） 

約 1.4ha 60/10 20/10 8/10 100 ㎡ ‐ 

建築物の壁又

はこれに代わ

る柱は計画図

に示す壁面の

位置の制限を

越えて建築し

てはならない。 

高度利用地区 

（岐阜駅東地区） 
約 1.7ha 

80/10 

注 3） 
20/10 7/10 

100 ㎡ 
注 4） 

‐ 2m 

高度利用地区 

（岐阜駅北中央 

地区） 

約 1.2ha 
60/10 

95/10 
20/10 

8/10 

5/10 
1,000 ㎡ ‐ 

‐ 

2m 

合 計 約 5.4ha       

注 1） 建築物の建蔽率の最高限度は、建築基準法（昭和 25 年法律第 201 号）第 53 条第 3 項

第 1 号又は第 2 号のいずれかに該当する建築物にあっては 1/10、同項第 1 号及び第 2 号に

該当する建築物又は第 6 項第 1 号に該当する建築物にあっては 2/10 を加えた数値とする。 

注 2） 壁面の後退により確保される空地は、歩道と一体として確保する。ただし、公益上必

要な建築物、或いは上空に設けられるデッキ、階段等これらに類する用途に供する部分につ

いてはこの限りではない。なお、上階部分の壁面の位置については、道路に面する下階部分

の壁面の位置が制限どおり道路境界から後退して定められ歩行者の空間を確保する場合、そ

の他やむを得ない場合にあっては、下階部分の壁面より張り出して立体的に定めることがで

きる。 

注 3） 岐阜駅東地区における建築物の容積率の最高限度は、敷地面積が 1,000 ㎡未満の建築

物にあっては、10/10 を減じた数値とする。 

注 4） 岐阜駅東地区における建築物の建築面積の最低限度は、岐阜駅北口土地区画整理事業

における土地区画整理法（昭和 29 年法律第 119 号）第 98 条の規定に基づく仮換地の指定若

しくは同法第 103 条の規定に基づく換地処分をされた土地を建築物の敷地として使用する

ならば、建築物の建蔽率の最高限度及び壁面の位置の制限の規定により、建築物の建築面積

の最低限度の規定に適合しないこととなる土地について、その全部を一の敷地として使用す

る場合においては、適用しない。 

注 5） 建築物の容積率の最高限度は、岐阜市市街地高度利用地区等指定基準（平成 15 年 5

月施行）に基づく割増容積率の適用により、各建築物の建築計画に応じて算定する割増率に

よるものとする。 

「位置、区域及び壁面の位置の制限は計画図表示のとおり」 

≪新旧対照の表示方法≫ 

1 赤字部分は変更前 

2 下線部分は変更後 

3 上記以外は変更なし 


